
フィンランドにおける妊娠・出産期の支援について

基本情報

・面積 33.8万㎢（日本：37.8万㎢）
・総人口 約543万人 （2013年2月末（速報値））
・首都 ヘルシンキ （約60万人、2011年末）

・年間出生数 約6.1万人（2010年）
・合計特殊出生率 1.8 （2012年）
・乳児死亡率 2 / 1,000 （2010年）

・年間出生数 約105.1万人（2011年）
・合計特殊出生率 1.41（2012年概数）
・乳児死亡率 2 / 1,000（2011年）

（参考：日本）

（出典）外務省HP、23年人口動態調査（厚生労働省）、平成23年人口推計（総務省）、母子保健の主なる統計（平成24年度母子保健衛生研究会）

妊娠・出産期の支援

・地方自治体が設置するネウボラ （Neuvola; Maternity and child health clinics）において、妊娠期から就学前

までの支援を実施。健診、保健指導、予防接種等のほか、子育てに関する相談や、必要に応じて他の支援
機関との連携を行うワンストップの母子支援地域拠点となっている。

※ネウボラでは、看護師、保健師、ソーシャルワーカー、心理士らが親子をサポート

・また、妊娠初期に健診を1回以上受けている場合には、妊娠手当（Maternity grant ；140ユーロ又は育児
グッズの詰合せ）が支給される。

・妊婦健診、出産費用等はほぼ無料。

※ フィンランド社会保健省HPほか各種資料より。
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※「子どもと家族にやさしい社会フィンランド」
　（渡辺久子、トゥーラ・　タンミネン、髙橋睦子 編著　明石書店）より
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